
 
 
平成26年3月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 
 

 
 
平成26年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成25年4月1日～平成26年3月31日） 
 

 
 
 
 

（注）当社は、平成25年8月12日開催の取締役会において、平成25年10月1日を効力発生日として当社普通株式１株を10株
の割合で株式分割し、単元株式数を10株から100株に変更することについて決議しております。これに伴い、1株当たり四半
期純利益及び1株当たり当期純利益については当該株式分割が前連結会計年度の期首に行われたと仮定して算出してお
ります。 

修正の理由 
 当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、冷蔵庫、洗濯機、エアコン等の省エネ家電中心とした白物家電が好
調かつ堅調に推移しました。一方で、テレビやレコーダー等の映像関連商品については、購入時のインチアップや４Kテレ
ビ等高付加価値商品の発売に伴い単価の上昇が見られましたが、エコポイント制度や地上デジタル放送移行後の反動減
により依然として低迷をつづけました。 
 これらの家電市場の予想を超える縮小に加え、めまぐるしく時代が変化する中、当社は、家電量販業界のリーディングカ
ンパニーとして、将来における業界全体の懸念材料としてあげられている、インターネットへの対応、少子高齢化に伴うマ
ーケットの縮小等に対応すべく、積極的な取り組みを行ってまいりました。  
 このような状況の中、価格戦略の最適化・最大化の構築のため、エリア別、商品別にポイント戦略、粗利率、売上高の最
適化・最大化と効果検証を行う過程において、売上総利益率の低下が見られました。 
 一方で、ポイント関連費用をはじめとした各販売管理費の削減にも注力しましたが、ハウス関連事業をはじめとした中長
期的なソリューションビジネスに対する費用面を含めた先行投資も同時に行っており、売上総利益の低下を補うことができ
ませんでした。 
 その結果、前回予想を下回る見込みとなりました。 
 
 平成26年3月期通期連結業績予想に関しましては、第2四半期までの業績予想数値の修正を踏まえ修正を行っておりま
す。 
 
（注）上記業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は今後
の様々な要因により予想数値とは異なる可能性があります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成25年５月９日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 930,000 13,600 18,200 4,900 5.20
今回修正予想(B) 897,000 △2,400 5,500 △4,200 △4.45
増減額(B-A) △33,000 △16,000 △12,700 △9,100
増減率(%) △3.5 ― △69.8 ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成25年3月期第2四半期）

806,036 21,381 24,935 13,939 14.79

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 1,941,000 45,900 55,200 23,800 25.27
今回修正予想(B) 1,889,000 27,400 40,000 8,100 8.60
増減額(B-A) △52,000 △18,500 △15,200 △15,700
増減率(%) △2.7 △40.3 △27.5 △66.0
（ご参考）前期実績 
（平成25年3月期）

1,701,489 33,930 47,906 22,203 23.56


